
 

 

【１】図のように，底面の BCDEが 1辺 2の正方形で， 
AB = AC = AD = AE = 3 の正四角錐 A – BCDEがあります。点M，Nがそ
れぞれ辺 BC，CDの中点のとき， 
(1) この正四角錐の体積を求めなさ

い。 
 
(2) この正四角錐を△AMNで分け

たとき，大きい方の立体の体積
を求めなさい。 

 
(3) 三角錐 C – AMNにおいて，頂

点 Cから底面 AMNを含む平面
までの高さを求めなさい。 

《10 常翔学園》 
 
 
【２】1辺の長さが 2の立方体
ABCD – EFGHがあり，辺 AB，BC
の中点をそれぞれ点 P，Qとしま
す。また，線分 PQと BDの交点を
Rとします。ここで，3点 F，P，Q
を通る平面でこの立方体を切り，2つ
の立体に分けます。図は，頂点 Hを
含むほうの立体です。 

《09 旭川竜谷》 
(1) 線分 FRの長さを求めなさい。 
(2) 点 Hから，面 FPQまでの距離を

求めなさい。 
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